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御意見の要旨と本市会の考え方 

 

１ 条例案全体に係るもの 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（２９３件） 

区分 御意見の要旨 件数  

1 

 手話が言語であることが認
められ，ろう者が生活しやす
い環境が作られることに大い
に賛同します。 

293  

⑵ 条例案全体に対する提案等（１５２件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

2 

 手話はろう者だけのもので
はない。聴覚障害，盲ろう者，
中途失聴者難聴者への理解や
対応も考える必要がある。 

18 

 第２条及び第８条の文言を，中途失聴
者や難聴者，家族にろう者がいる健聴者
などを含むものであることがわかる表
現に改めます（詳細は，区分 29・65 参
照）。 

3 
「ろう者」の語を「ろうあ者」
に改めるべきである。 

7 

 「ろう者」は，耳が聴こえず，手話を
第一言語とする方をいい，「ろうあ」は，
耳が聴こえず，発語できない状態を示す
とされています。この条例では，手話と
の関係で，現在，より一般的に用いられ
ている前者の表現を用いることとしま
した。 

4 

 手話だけでなく，文字によ
る情報保障等，手話を用いる
ことができない聴覚障害者に
対する配慮についても触れて
もらいたい。 

13 

・ 条例の趣旨は，「手話」が他のコミ
ュニケーション手段とは区分され，明
確に言語として位置付けられたこと
に着目し，その理解を促進し，環境改
善を図ることにあります。それらの取
組により，手話言語法の制定を後押
し，言語としての保障を求めていこう
とするものです。 

・ 他方，障害によるコミュニケーショ
ンへの支障を解消することも大変重
要な課題と認識しており，障害者基本
法や障害者差別解消法等に基づき，着
実に進めていく必要があると考えま
す。この条例に基づく取組が進むこと
で，併せて，コミュニケーションの円
滑化に係る取組も進むことになると
考えています。 

・ なお，第２条及び第８条の文言を，
中途失聴者や難聴者，家族にろう者が
いる健聴者などを含むものであるこ
とがわかる表現に改めます（詳細は，
区分 29・65 参照）。 

5 
 他の障害を持つ人に対する
配慮についても触れてもらい
たい。 

12 

6 
 市が行うべき施策等につい
て，より具体的に規定しても
らいたい。 

12 
・ 本条例では，基本的な考え方や枠組

みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい

7 

 条例の内容が難しい。わか
り易い文章に改めたり，手話
で内容を説明するＤＶＤを作
成してもらいたい。 

43 

8  どうやって市民の方に知っ 6 

別紙１  
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てもらい，理解してもらうか，
条例制定後の具体的な施策の
展開が重要である。 

て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

9 

 手話が言語であると認めら
れ，ろう者がろう者としての
アイデンティティーを自覚す
ることができる社会にしても
らいたい。 

23 

10 

 手話という存在がなくて困
る人は，本当にいるのか。音
声や文字を変換する情報機器
等の活用で十分ではないか。 

1 

 中途失聴者や難聴者などで，日本語を

既に獲得している場合は，情報機器の活

用が有効な場合があると考えます。一

方，例えば，中途失聴などではなく，生

来，耳が聞こえないという場合，自然に

は音声言語を身に付けられない状況に

あり，それに伴い，文字や文章の理解も

困難ということになります。そのため，

それらの人には，コミュニケーションを

はじめ，人間としての活動の基礎とし

て，手話が不可欠であると考えていま

す。 

11 その他※ 17 ― 

※ 「その他」には，事実に関する個人的な所感や，条例で対応することが不可能な
ものなどを含みます（以下同じ）。 

 

２ 題名関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１２３件）  

区分 御意見の要旨 件数  

12 

・ 端的に条例の目的・理念
を表現している。 

・ 共生社会という言葉はよ
い。 

・ 一般にも理解してもらえ
ると思うので長い条例名で
もよい。 

123  

⑵ 題名に対する提案等（２９０件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

13 
 手話が言語であることを明
確にしてもらいたい。 

87 
 「手話」を「手話言語」に改めるとと
もに，「豊かな」を「心豊かな」に改め
ます（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話が言語であることを明らかに
するとともに，相互に尊重し，支え合
うという共生社会の豊かさを「心豊か
な」と，より具体的に示すため。 

【補足説明】 
・ 本条例は，手話への理解促進と手話

の普及を目的とするものであり，「手
話言語条例」だけでは，これを明示す
ることができません。 

・ 「共生社会」とは，相互に人格，個
性を尊重し，支え合う社会を意味して
いることから，それらを目指すこと

14 

 「こころ」や「みんな」な
どの表現を取り入れてもらい
たい。 
・ 京都市がみんなをつなぐ

手話言語条例 
・ 京都市みんなの心をつな

ぐ手話言語条例 
・ 手話が心をつなぐ京都市

手話言語条例 など 
 

12 
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で，全ての人に関係する条例であり，
みんなの条例であることを示すこと
になります。 

・ 「手話がつなぐ」とは，手話を中心
に据え，手話を通じて人と人との複層
的なつながりを育み，それにより，精
神的に豊かな社会の形成を目指すこ
とをイメージしています。 

15 

 表現がわかりにくい。 
・ 長い。 
・ 手話で簡単に表現できな

い。 
・ 略称を設けるべきである。 

149 

・ 題名については，この条例の目的を
示すこととし，「手話言語」が全ての
人の心をつなぎ，相互に人格と個性を
尊重することができる豊かな共生社
会の実現を目指すことを表すものと
なっています。 

・ 略称は特に定めませんが，同様の条
例を定める他の自治体では，「○○市
の手話言語条例」と短く呼ばれる事例
があると聞いております。 

16 その他 42 ― 

 

３ 前文関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（２２３件） 

区分 御意見の要旨 件数  

17 

・ 歴史的経過と条例制定の
必要性が十分に記載されて
いる。 
・ ろう者が歩んできた苦し
い歴史を，聞こえる人たちに
も知ってもらえると思う。 
・ 盲唖院や手話サークルの
誕生といった誇らしい歴史
が，今の京都に繋がっている
と思う。手話の歴史の教科書
にも使えそうな内容である。
京都市の目指す共生社会，観
光にもつながっている。 
・ 使用を禁止されてもなお
根強く大切に用いられてき
たという手話の歴史から見
ても，生きていくために不可
欠なものだったという事が
わかった。 

223  

⑵ 前文に対する提案等（１２８件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

18 

第２段落 
 「そのため」とあるが，手
話への誤解と偏見は，手話の
使用が禁止されことで引き起
こされたのではなく，元々社
会に根強くあったのだと思
う。 

1 

 「そのため」を「このように，」に改
めます（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話への誤解と偏見について，ろう
学校での手話の禁止が直接の原因で
あるかのような表現となっているこ
とから，ろう学校での手話の禁止も，
誤解と偏見の一つの例示であること
を明らかにするため。 
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19 

第３段落 
 「ひそかに用いられ」の表
現を「日常的に用いられ」と
するなど，修正してもらいた
い。 

3 

 「ひそかに用いられ」を「日常的に使
用され続け」に改めます（別紙２参照）。 
【理由】 

 ろう学校で禁止されたからといっ
て，社会的に禁止されていたわけでは
ないので，必要不可欠なものとして使
用されてきた事実を記載するため。 

20 

第４段落 
 手話が大切に守られてきた
ことと，その後の障害者権利
条約に関する記述との間に連
続性が感じられない。 

1 

 文頭に「その後，手話に関する研究が
進み，言語には音声言語と非音声言語と
があることが明らかとなるとともに，国
連においては，昭和５６年（１９８１年）
の国際障害者年をはじめ，障害者に関す
る取組が進んだ。」を加えます（別紙２
参照）。 
【理由】 

 偏見と誤解の中で手話が保持され
てきたが，その後，障害者権利条約で
手話が言語と位置付けられるように
なったことの経過についての説明が
なく，唐突な印象になっているので，
その間の説明を補うため。 

21 

第６段落 
 全文を，「このように，今後
は，手話による自由なコミュ
ニケーションが保障される社
会の構築が求められている。」
に改めてもらいたい。 

1 

 全文を，「このように，今後は，手話
による自由なコミュニケーションが保
障され る社会 の構 築 が求め られて い
る。」に改めます（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話によるコミュニケーションに
ついて，聴覚障害者のみが対象である
かのような誤解を与えるおそれがあ
るので，障害の有無にかかわらず全て
の人に係わることをより理念的に示
すため。 

22 

第７段落 
・ 手話サークルを設立した

のが市民であることがわか
りにくい。 

・ ろうあセンターができた
ことも盛り込んだほうがよ
い。 

・ 手話サークルの名称を入
れてもらいたい。 

36 

・ 「設立される一方，」を「市民によ
り結成され，昭和４４年（１９６９年）
には，関係団体により，福祉施設とし
て 京 都 ろ う あ セ ン タ ー が 開 設 さ れ
た。」に改めます（別紙２参照）。 
【理由】 
・ 手話サークルを設立した主体が

市民であることを明らかにする
ため。併せて，組織等が何らかの
所定手続を経てつくられたとい
ったものではないので，より実態
に相応しい用語として「結成」と
するため。 

・ 京都における，民間でのろう者
に係る取組として，京都市聴覚言
語障害センターの前身である，京
都ろうあセンターの設立が重要
なものと考えられるため。 

・ 一般的に個人名や民間団体の名称を
条例中に掲げることは適当でないた
め，記載しないこととします。 

23 
 長い。わかりにくい。手話
で説明してもらいたい。 

31 

 前文では，手話の歴史や手話を取り巻
く環境の変化等を交え，本条例の制定趣
旨，理念，目的などを説明するものとな
っており，これ自体が手話に対する理解
の促進を図るものとなっています。一般
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的な条例の前文よりは長くなっていま
すが，これも本条例の特徴の一つといえ
ます。 
 条例等の内容については，視覚的資料
も含め，よりわかり易く伝える必要があ
ると考えます。 

24 

 観光旅行者等への配慮よ
り，まずは京都市内の手話を
必要とする人に対する配慮を
優先してもらいたい。 

9 

 京都市が，世界文化自由都市宣言を掲
げる，世界有数の国際観光都市であるこ
とを踏まえると，手話への理解の促進と
手話の普及という本条例の目的を達成
するためには，観光旅行者等の来訪者へ
の対応という視点も必要と考えます。 

25 その他 46 ― 

 

４ 第１条（目的）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１件） 

区分 御意見の要旨 件数  

26  よい。 1  

⑵ 条文に対する提案等（６件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

27 

 表現がわかりにくい。 
・ どのような京都市になっ

てほしいのか，もう少し分
かりやすい言葉で丁寧な記
述があるとよい。 

・ 「共生社会」が分かりに
くい。 

・ 「手話に対する理解の促
進」を，「手話を必要とする
人に対する理解の促進」に
改めてもらいたい。 

6 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

・ 言語の理解には，それを使用する人
やその固有の文化などの理解が欠か
せないといわれています。言語である
手話についても，ろう者等の「手話を
必要とする人」に対する理解が必要と
いえます。これらの点には，施策の推
進を図るうえで留意すべきと考えま
す。 

 

５ 第２条（基本理念）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（４件） 

区分 御意見の要旨 件数  

28 

・ 「手話が言語であること」
と「ろう者が権利を有する
こと」が書かれていること
は，高く評価したい。 

・ ろう者が生活しやすい社
会になってほしい。 

4  
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⑵ 条文に対する提案等（１１件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

29 

 主語を「ろう者」とするの
でなく，中途失聴者や難聴者
などを含めた表現とするほう
がよい。 

7 

 「ろう者」を「ろう者をはじめ，中途
失聴者，難聴者その他の手話を必要とす
る人」に改めます（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話によるコミュニケーションは，
中途失聴者や難聴者，家族にろう者が
いる健聴者などにも，保障されるべき
ものですが，現在の規定では，ろう者
のみが主体であると誤解されるおそ
れがあるため。 

【補足説明】 
 「手話を必要とする人」の内容がわ
かりにくいため，中途失聴者，難聴者
を例示します。このほか，家族にろう
者がいる健聴者なども「手話を必要と
する人」に含まれます。 

30 

 ことさら手話に限って「権
利を尊重する」との記載は他
の権利とのバランスで違和感
を覚える。 

1 

 手話は，これを第一言語とされている
ろう者の方にとって，コミュニケーショ
ンや思考に用いられる必要不可欠な「こ
とば」です。また，平成１８年に国連で
採択された障害者権利条約において，
「手話は言語であること」が明記された
ことをはじめ，我が国においても平成２
３年に成立したいわゆる「改正障害者基
本法」において，音声言語と同等の言語
としての位置付けがなされたところで
す。 
 このような手話の位置付けを踏まえ，
国において未整備である，手話に関する
法令の制定を見据え，その機運を醸成
し，市民の手話に対する理解の促進を図
るため，条例の制定を目指すこととした
ものです。 

31  表現がわかりにくい。 3 
 条例等の内容については，視覚的資料
も含め，よりわかり易く伝える必要があ
ると考えます。 

 

６ 第３条（本市の事務）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（４件） 

区分 御意見の要旨 件数  

32 

・ 計画的かつ継続的な施策
をお願いしたい。 

・ 必要な行政指導等も行っ
てもらいたい。 

・ 市，市民，事業者の連携
が必要である。 

4  

⑵ 条文に対する提案等（１４件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

33 

 京都市の責務についてより
具体的に規定してもらいた
い。 
・ 手話の獲得・習得の機会

13 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
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を設けてもらいたい。 
・ 行政サービスを手話によ

り提供してもらいたい。 
・ 生活・教育・医療・労働

の場で，当たり前に手話通
訳を派遣することができる
環境を整えてもらいたい。 

「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

34 その他 1 ― 

 

７ 第４条（市民の役割）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（４件） 

区分 御意見の要旨 件数  

35 

・ 広く市民の役割が規定さ
れている。 

・ 市，市民，事業者の連携
が必要である。 

4 
 
 

⑵ 条文に対する提案等（１１件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

36 
 市民や事業者がその役割を
果たすに当たっては，手話に
対する理解が前提である。 

1 

 「手話を理解し，取組に努める」とい
う流れとなるよう，文を整序するととも
に，「環境の構築」を「環境づくり」に
改めます（別紙２参照）。 
【理由】 
・ 大原則として，基本理念にのっと

ることを示したうえ，まずは，具体
的な取組の前提となる手話に対す
る理解を深め，さらに，自主的な取
組や本市施策への協力にそれぞれ
努める，といった文脈になるよう，
文を整理するため。 

・ 「構築」の語に，計画的・総合的
に行われるものとの印象があり，本
来本市が果たすべき内容ではない
かと誤解されるおそれがあり，より
わかりやすく，一般的な内容を示す
ものとするため。 

37 
 表現がわかりにくい。 
・ 「協力」の内容が明らか

でない。 
4 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

38  市民がその役割を果たすに 2  行政が取組を進めるに当たり，取組に
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当たっては，手話に関わる団
体と協力することを規定すべ
きである。 

関係する団体との間で，協力，連携を行
うことは，特に明記しなくとも，必要に
応じ，当然行うべきものと考えていま
す。 

39 その他 4 ― 

 

８ 第５条（事業者の役割）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（４件） 

区分 御意見の要旨 件数  

40 

 サービス提供や雇用におい
て，事業者の果たす役割は大
きい。さまざまなところで「手
話ができます。」と示すことが
できるよう，手話によるコミ
ュニケーションへの積極的な
取組に期待したい。 

1  

41 

・ 市民，事業者の役割を掲
げているところがよい。 

・ 市，市民，事業者の連携
が必要である。 

3  

⑵ 条文に対する提案等（６１件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

42 
 市民や事業者がその役割を
果たすに当たっては，手話に
対する理解が前提である。 

1 

 「手話を理解し，取組に努める」とい
う流れとなるよう文を整序します（別紙
２参照）。 
【理由】 

 大原則として，基本理念にのっとる
ことを示したうえ，まずは，具体的な
取組の前提となる手話に対する理解
を深め，さらに，自主的な取組や本市
施策への協力にそれぞれ努める，とい
った文脈になるよう，文を整理するた
め。 

43 

 病院や公共交通機関，金融
機関やスーパーなどで手話に
よるコミュニケーションがで
きるよう，事業者が手話を習
得したり，手話通訳者を設置
してもらいたい。 

38 
 事業者については，様々な活動の側面
がありますが，ここでは，市民生活の観
点から，主たる活動のうち，業としての
用務・役務等，サービスの提供に着目し
て規定しています。事業者には様々な側
面があるため，個々に規定することはし
ませんが，基本理念にのっとり，それぞ
れ必要な取組が行われるべきと考えて
おります。 

44 

 ろう者が働きやすい環境の
提供や，ろう者に対する合理
的配慮についても規定しても
らいたい。また，そのために，
事業者が手話を学ぶ機会も確
保してもらいたい。 

5 

45 
 事業者の役割を，努力義務
ではなく義務としてもらいた
い。 

3 

・ 事業者とは，一般企業や公共サービ
スの提供者など，事業としての活動を
しているもの一般を示しています。 

・ 本条は，事業者の「義務」を示して
いるわけではなく，手話への理解を深
め，環境づくりや本市の施策への協力
に努めることを求めるものです。手話
が言語であることに基づく具体的な
政策の推進について，個別の法律がな
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い中で，条例において義務化すること
は困難です。 

・ 本条例の目的は，手話が言語である
との理解を促進し，手話を普及するこ
とであり，このような条例の性格から
も，単純な義務化によってその目的が
達成できるものではないと考えてお
ります。 

・ このことは，第４条の市民の役割に
ついてもいえることです。 

46 
 事業者の役割をより具体的
に規定してもらいたい。 

2 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

47 その他 12 ― 

 

９ 第６条（観光旅行者その他の滞在者への対応）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１２件） 

区分 御意見の要旨 件数  

48 

・ ホテルや観光案内所に手
話のできる人がいると安心
できる。 

・ 国際観光都市・京都に必
要不可欠な条文である。ぜ
ひ実践してもらいたい。 

12  

⑵ 条文に対する提案等（３１件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

49 

 表現がわかりにくい。 
・ 手話については，外国手

話も想定しているのか明ら
かでない。 

・ 「必要な施策」や「理解
のある応対」，「利用しやす
いサービス」の具体的な内
容がわからない。 

11 

・ 第６条では，都市における幅広い市
民の交流に着目し，それを来訪者に対
する京都市民の受入れの態度として，
「もてなし」と表現しています。 

・ また，本条例では，基本的な考え方
や枠組みを定めることとしており，そ
の詳細については，別途定めることと
しています。具体的には，第７条に規
定する「施策の推進方針」において，
施策の詳細を定めることとしていま
す。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
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な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

50 

 観光旅行者等への配慮よ
り，まずは京都市内の手話を
必要とする人に対する配慮を
優先してもらいたい。 

7 

 この条例は，手話の理解の促進と普及
を図るため，市の責務と市民・事業者の
役割を定め，京都市域内で手話に関する
施策を着実に推進することとしており，
観光客向けの対応を優先して行おうと
するものではありません。本条は，京都
市が，世界文化自由都市宣言を掲げる，
世界有数の国際観光都市であるとの都
市の特質を踏まえ，観光客をはじめとす
る来訪・滞在者への対応を改めて確認し
たものです。 

51 
 手話で観光ができるように
してもらいたい。 

4 

 御意見・御要望については，本条例を
執行することとなる市長側にお伝えし，
具体的な施策を実施する際の参考とさ
せていただきます。 

52  第６条は不要である。 2 

 京都市が，世界文化自由都市宣言を掲
げる，世界有数の国際観光都市であるこ
とを踏まえると，手話への理解の促進と
手話の普及という本条例の目的を達成
するためには，観光旅行者等の来訪者へ
の対応という視点も必要と考えます。 

53 
 努力義務ではなく義務とし
てもらいたい。 

1 

 本条例の目的は，手話に関する法令が
整備されていない中で，手話が言語であ
るとの理解を促進し，手話を普及するこ
とです。このような条例の性格からも，
単純な義務化によってその目的が達成
できるものではないと考えております。 

54 その他 6 ― 

 

１０ 第７条（施策の推進指針）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（６件） 

区分 御意見の要旨 件数  

55 

 ろう者は，音声言語中心の
社会の中にあって，思うよう
に情報を取得することができ
ない。このため，この条例が
できることは，とても素晴ら
しいことである。 

6  

⑵ 条文に対する提案等（１５７件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

56 
 手話の獲得・習得について
も規定してもらいたい。 

16 

 第２項第３号の文頭に「手話の獲得及
び習得に係る支援並びに」を加えます
（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話の獲得・習得を保障すること
は，手話が言語であるとの認識を踏ま
えると，重要な課題であり，本来，国
が法令を整備し，政策の推進に取り組
むべきものです。根拠となる法令が整
備されていない中，条例の規定には限
界がありますが，具体的な取組の進展
を図る必要があると考えるため。 
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57 

 聴覚障害者に対する情報保
障に努めてもらいたい。 
・ 病院，公共交通機関，金

融機関やスーパーなどで手
話によるコミュニケーショ
ンができるようにしてもら
いたい。 

・ 教育機関でもっと手話を
活用してもらいたい。 

・ テレビに手話や字幕を付
けてもらいたい。 

・ 公共機関の案内には，必
ずＦＡＸ番号を明示しても
らいたい。 

・ 公衆ＦＡＸを設置しても
らいたい。 

47 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

・ また，施策の推進方針の策定につい
ては，第８条で，ろう者をはじめ，手
話に関係のある者から意見を聴く場
を設けることとしており，それらを踏
まえ，具体的な検討がなされるものと
考えております。 

58 

 全ての人にとって手話を学
びやすい環境を整備してもら
いたい。 
・ 企業等を対象にした手話

講座を開催してもらいた
い。 

・ 区役所等で手話サークル
などに関する情報提供をし
てはどうか。 

・ 大学で第二言語として選
択できるようにしてはどう
か。 

30 

59 

 職場や学校，そして社会全
体で，手話や聴覚障害者に対
する交流，理解を深めてもら
いたい。 
・ 手話を必要とする人との

関わり方について情報提供
してもらいたい。 

・ 手話ができることを示す
バッヂを作成し，普及させ
てもらいたい。 

・ 手話を必要とする人であ
ることが一目でわかるカー
ド等を作成してもらいた
い。 

・ 人と接する仕事に就いて
いる人は，聴覚障害者に対
しても，健聴者と同じ対応
ができるような対応力を身
につけてもらいたい。 

23 

60 
 手話通訳者の育成に力を入
れてもらいたい。 

12 

61 
 緊急時・災害時の対応と協
力について検討してもらいた
い。 

8 

62 
 市の広報物・広報番組や映
像資料に，手話を取り入れて
もらいたい。 

3 

63 その他 18 ― 
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１１ 第８条（推進方針等についての協議の場）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１６件） 

区分 御意見の要旨 件数  

64 

 当事者との「協議の場」を
設けて，意見を反映させるこ
とは，大切なことである。十
分な協議が行われることを望
む。 

16  

⑵ 条文に対する提案等（１２件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

65 

 協議の場の当事者として，
ろう者以外の者も含めてもら
いたい。 
・ 有識者にも参加してもら

いたい。 
・ ろう者以外の聴覚障害者

も含めてもらいたい。 
・ 市民の声も聴いてもらい

たい。 

5 

 「ろう者，」を「ろう者をはじめ，中
途失聴者，難聴者その他の手話を必要と
する人及び」に改めます（別紙２参照）。 
【理由】 

 手話によるコミュニケーションは，
中途失聴者や難聴者，家族にろう者が
いる健聴者などにも，保障されるべき
ものですが，現在の規定では，ろう者
のみが主体であると誤解されるおそ
れがあるため。 

【補足説明】 
・ 「手話を必要とする人」の内容が

わかりにくいため，中途失聴者，難
聴者を例示します。このほか，家族
にろう者がいる健聴者なども「手話
を必要とする人」に含まれます。 

・ 協議の場の具体的な設定は，関係
施策や他の障害者施策などの取組
状況を踏まえ，より適切なものとな
るよう，市長に委ねるべきと考えて
おります。 

66 

 条例の施行後に，市民から
の評価・要望を受ける機会と
して，定期的に開催される評
価委員会などを設けるべきで
ある。 

1 

 本条において，ろう者をはじめ，手話
と密接な関わりを有する方などから意
見を聴く場を設けることとしています。
具体的な設定の仕方は，関係施策や他の
障害施策の取組状況等を踏まえ，市長等
に委ねることとしています。 

67 
 「協議の場」の設定時期が
不明確である。 

1 

 本条の「協議の場」の設定については，
施策方針の策定や施策の取組状況の点
検において，関係者の意見を反映させる
ことを意図しています。そのため，具体
的な設定時期は規定しませんが，最も適
切で効果的な時期に行われるべきもの
と考えています。 

68 その他 5 ― 

 

１２ 第９条（学校における理解の促進等）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１５件） 

区分 御意見の要旨 件数  

69 
 第９条はとても大切なこと
を規定している。具体的政策
に期待している。 

15  
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⑵ 条文に対する提案等（１０２件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

70 
 学校教育に，手話について
学ぶ時間を設けることを，条
例に明記してもらいたい。 

46 
・ 第９条第１項では，一般の児童・生

徒への理解の促進を目的としていま
す。これは，児童・生徒が将来の社会
の担い手であることから，それらの間
で手話への理解が進むことが社会に
とって重要と考えるからです。また，
第２項は，国立や府立，私立のような
京都市設置以外の市内の学校での取
組の推進を図るため，国，府等との緊
密な連携を図るとしたものです。 

・ 一方，聴覚障害教育の在り方につい
ては，全国的に一定の教育水準を確保
する必要から，本来的には国の法令等
で規定されるべきものと考えます。さ
らに，ろう学校が京都府の所管で，難
聴学級等が京都市の所管となってい
る京都市内の聴覚障害教育の現状を
踏まえると，現時点で，ろう学校・難
聴学級等における手話教育の義務を
規定することは，困難です。 

・ 手話の獲得や習得については，大変
重要な問題であると認識しており，そ
の支援については，第７条において，
施策の推進方針に定めるべき事項の
一つとして規定することとしました。 

71 

 ろう学校・難聴学級等のカ
リキュラムに手話を取り入れ
ることを，条例に明記しても
らいたい。 

28 

72 

 「手話に親しむための取組」
や「緊密な連携」の内容につ
いて，より具体的に規定して
もらいたい。 

9 

・ 本条例では，基本的な考え方や枠組
みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

73 
 手話のできる教職員を養成
し，各学校に配置してもらい
たい。 

9 

74 

 児童・生徒だけでなく，そ
の保護者や教職員等も，「手話
に親しむための取組」の対象
としてもらいたい。 

3 

75 
 通常学級の生徒とろう学校
の生徒との，遊びを通じた交
流を図ってもらいたい。 

2 

76 その他 5 ― 

 

１３ 第１０条（財政上の措置）関係 

⑴ 肯定的な趣旨の御意見（１２件） 

区分 御意見の要旨 件数  

77 
 手話に係る施策の実施に不
可欠で，大切な条項である。 

12  

⑵ 条文に対する提案等（１０件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

78 
 財政状況が厳しい中ではあ
るが，手話の普及等に必要な
財政的支援をきちんとしても

4 
・ 本条例では，基本的な考え方や枠組

みを定めることとしており，その詳細
については，別途定めることとしてい
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らいたい。 ます。具体的には，第７条に規定する
「施策の推進方針」において，施策の
詳細を定めることとしています。 

・ 京都市会としては，条例が制定され
た後，方針の策定，施策の実施，取組
状況の点検など，取組の各段階におい
て，市民の声を踏まえ，市会における
十分な質疑，審議等を通じて，具体的
な提案などを含め，より効果的で適切
な取組が行われるよう，取り組んでい
きます。 

79 
 財政的措置の内容を，より
詳細に規定してもらいたい。 

2 

80 
 視覚情報を得るための機材
の購入費用を補助してもらい
たい。 

1 

81 その他 3 ― 

 

１４ 第１１条（委任）関係 

⑴ 条文に対する提案等（１件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

82 
 第１１条の意味するところ
が分からない。 

1 

 一般的に，条例に基づき取組を進める
ためには，具体的な手続等を定める必要
があります。本条例においても，他の本
市の条例と同様に，それら細目的な規定
については，より効率的かつ迅速に取り
組むことができるよう，執行機関として
の市長に委ねることとしています。 

 

１５ 附則関係 

⑴ 条文に対する提案等（３件） 

区分 御意見の要旨 件数 御意見に対する本市会の考え方 

83 
 周知期間も含め，平成２８
年４月１日の施行でよいの
か。 

1 

 手話に対する理解の促進及び手話の
普及をいち早く進めていくため，平成２
８年４月１日から施行することとして
います。 
 なお，条例の規定は，今後の法令の制
定・改正，制度等の見直し，施策の取組
状況等により，必要に応じて適宜見直す
べきものと考えています。 

84 
 ろう者等の意見も踏まえ，
数年後に条例を見直すことを
明記すべきである。 

2 

 条例の見直しについては，規定の有無
にかかわらず，法令の制定・改正，制度
等の見直し，施策の取組状況等により，
必要に応じて適宜見直すべきものと考
えています。 

 


